
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市学校体育研究連盟 

令和７年１２月１９日 第２２３号 

編集：編集部 

札幌市立元町小学校 

 発行：事務局 

    札幌市立澄川南小学校 

 文責：川島 貴裕（札幌市立平岸小学校） 

豊かなスポーツライフの実現を目指し、「自ら」課題を発見し、その解決に向けた学習過程を通して

資質・能力を育む体育・保健体育学習という大会主題のもと、第６４回全国学校体育研究大会北海道

大会が開催されました。研究部を中心に授業者と何度も会同して話し合いが行われ、子どもたちの

学びが深まる、素晴らしい授業が公開されました。また、授業後の研究討議も活発に行われ、実りの

多い充実した大会となりました。 

本号では、幌南小学校会場での授業や討議の内容、助言者の御講評を紹介させていただきます。 

 
研究の概要 

【大会主題】 

豊かなスポーツライフの実現を目指し、「自ら」課題を発見し、 

その解決に向けた学習過程を通して資質・能力を育む体育・保健体育学習 

 

【研究の柱①】 

子供の「～したい」を生む教材づくり 

【研究の柱②】 

子供が自ら課題を発見し、解決するための手立て 

【研究の柱③】 

子供が自分に合った方法で学習できる学習過程の工夫 

 

 

 

これまでの札幌支部の研究 北海道・他支部の研究 

北海道・札幌の子どもの実態 

【北海道学校体育研究連盟 全道統一研究主題】 

「つなぐ体育 ひらく未来」  

～見方・考え方を豊かに働かせ、自己実現する体育活動～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の概要 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分に合った運動は何だろう 

    第６学年 体つくり運動 体の動きを高める運動  

    「タイリョクエスト」 

味方コートに返すためには、どう動くとよいのかな 

   第３学年 ゲーム ネット型ゲーム  

   「つなげる４つ星～天大中小を基にしたゲーム～」 

【研究の柱①】  
・４つの運動を年間で前後半に分けて１２時間行う 

→体力の必要性を理解、運動の心地よさや楽しさを感じられるように 

・保健の学習や日常生活と関連付ける 

→全身を使った運動を続けることが病気の予防につながることを実感できるように 

・個に応じて負荷を調整できる場を設ける 

→誰もが「やってみたい」と思い、主体性をもって運動に取り組めるようにする 

・学習の成果を「記録」と「体感」で捉える 

→「しなやかになった」など、体感も価値ある伸びとして位置付け、肯定することで、「もっ 

と～したい」という意欲の継続を図る 

【研究の柱②】  
・自分の体の状態を得点化（０～３点）し、自己評価 

→自己の体力を多面的に捉え、自分自身の体力を把握 

・２回目のセルフチェック 

→再度自己評価することで、自己の課題や新たな目標をもち、意欲的に取り組めるように 

【研究の柱③】  
・「チャレンジタイム」と「レベルアップタイム」 

→指定された運動と自己決定した運動にそれぞれ取り組み、同じグループのメンバーと 

関わり合いながら粘り強く取り組んだり工夫や成長を伝え合えるようにする 

【研究の柱①】  
・大きめで弾むボールを使用したり、ネットをゴム紐にして低い高さに設定したりする 

→返球しやすくし、運動への抵抗感を減らす 

・単元を通して「チームで沢山ラリーを続ける」を目標設定とする 

→一人一人に返球する機会を保障し、ラリーを続けるために友達と動き方を工夫する楽 

しさや喜びを味わえるようにする 

【研究の柱②】  
・正方形型、日の字型、田の字型と学習を進めるごとにコートデザインを変形する 

→「新しい場でもラリーを続けるためには、どのように動くとよいのだろう？」という問題

意識が常に生まれるようにする 

【研究の柱③】  
・コートデザインの変更によってエリアに入る人数が減るゲーム設定 

→触球数を増やし、ボールをはじいたりボールの落下点に移動したりする技能を身に付 

ける 

・ゲーム前に作戦タイムを設定 

 →動きの工夫を作戦とし、アプリを活用してチーム共有の作戦ボードにまとめ視覚的に動 

きを捉えられるようにする。 

一次 
公開 

二次 
公開 

自分に合った運動はなんだろう 



 

 

 

 一次公開 二次公開 

柱① ・どのように４つを選んだのか。 

→誰でもできるものかどうか、個人でも集団でも

できる運動かを吟味した。記録だけではなく、体

感として感じることができることも大切にした。 

●今回の天大中小を基にしたゲームのようなボール

の打ち方では、プレルボールの学習につながる内

容だったのではないか。落下地点に入るところと

バウンドしたものをうつのだと少し系統性は違う

のではないか。もし、つなげるのであれば、ミニバ

レーの落下地点に入るなどと考える必要もあった

のでなないか。 

⇒「しっかりボールを打つ」を３年生は大切にした。

打ち方について、バレーっぽくなっている子がい

たので、それを価値付けていくことでバレーにも

つながると考えている。コートの広さについては、

さらに吟味が必要。 

●天大中小というスポーツのおもしろさは「相手

（敵）にミスをさせるところ」だと思うが、ラリーを

続けるというルールだったため、ミニゲームのよ

うな扱いに感じた。実際の児童の様子も最初のミ

ニゲームの時の方がいきいきとしていたり、ボー

ルの下に入ったりしていたように感じた。また、今

回のネットを４つに仕切る場の変更は早かったよ

うに感じたため、日の字コートが十分にできるよ

うになったタイミングが適切だったと考える。 

⇒ネットがあることで子どもたちのもっとこうしたら

が生まれるのではないかと考えた。 

・ 日の字コートであった子どもの様子を知りたい。 

⇒ボールに触ることができない児童が単元当初は

いたが、「みんなが楽しめる」という視点を大切に

できるように共有する場を設定したことで少しず

つ様々な児童がボールに触れる機会が増えてい

った。 

・ 場（コート）の設定変更について、教師主導だった

のか、子どもから簡単だからもっと難しくしたい

という思いだったのか知りたい。また、３分割とい

う案はあったのか。 

⇒難しい大会にしようと最初に子どもたちと確認し

た。そこから「少しずつレベルアップしていこう」と

いうことでこのような流れになった。３分割や規

則の工夫も検討したが、単元の構成の流れを考

え、「作戦を選ぶ・考えを伝える」と重視する内容

とした。３分割は安全面からも外した。 

 

 

《討議の内容》 



柱② ●対話が少なかったような気がしたため、もう一つ何

か手立てがあったらよかったのではないか。 

●自分の課題に向かってそこでグルーピングをした

と思うが、他者の課題を解決するような手立ても

必要だったのではないか。（いいねというような声

掛けがあった。） 

●「子どもが気付きを見付けてそこに向かって学習

を行う」という練習段階なのではないか。客観性や

技能の成長、伸びも大切であるが、自分で選んでや

ることに意味がある。伸びの自覚、体の動きや感覚

を共有する場面があれば、「自分もできそう。やっ

てみようかな。前よりできるようになる。」となって

いくのではないか。 

●セルフチェックについて前時から変化のあった部

分の理由を問う時間があってもよかったのではな

いか。 

●課題解決の部分で、子どもたちは今日何を達成す

ればよかったのか分かりづらかった。動きが分かっ

たとは、「何がわかったのか。どんな感じがしたの

か。」などを言語化できる仕組みが必要であったと

感じる。 

・ 「○○したら○○ができました」などの記載が振り

返りの中であったのか知りたい。 

⇒コツを意識したからできた→たくさん 

もう一歩踏み込んだところは少ない。 

・ 今回の授業の中で、自己の体力が分かる、運動を

選ぶことができる。時間の中で運動の移動があっ

たらよかったのではないか。 

⇒前半の単元でＯＫにしていたが、深く考えず、安易

に選ぶ傾向にあったため、今回は変更なしにした。 

・ 教師よりコツやできたかの声掛けはたくさんあっ

た。しかし、自分に合っていたかどうかの問いかけ

はなかった。子どもの感想の中でもできたが多く、

大切だと思うが目標とのずれはなかったのか。 

⇒技能を中心に声を掛け、うまくいかないときに「ど

うしてうまくいかないのかな。」と関わることで、自

分に合った場を選択できるように促した。 

・ 課題解決について、そのためのコツはどうやって生

まれたものなのか。 

⇒教えるのは簡単だが、子どもと一緒に体と対話し

ながら見付けていった。力強い動きは、後ろに引っ

張ることと押すことの体の使い方の違いを教師が

中心にとなって学習を進めた。３つの場をシンプル

にしたい教師側の思いがあり、共有が難しかった。 

 

 

 

〇授業の流れのサイクルはよかった。（回数が伸びて

いた。）立ち位置を調整したり、手の当たるところ

を意識していたり自己調整が見られたのは、３回

あったからこそ見られた姿であった。 

・ 味方コートに返すためにはどうしたらよいかにつ

いて、先生が想定していた子どもに学んでほしい

ことは？ 

⇒「○の動きを工夫したよ。」など自分なりの動きの

工夫が他者に伝えることができているかを想定 

・ 工夫を作戦タイムと言っていたと思うが、先生の

捉えはどうだったのか。 

⇒３年生の作戦は、基本的な技能習得につながるよ

うなもの（個）と捉え、高学年では連携や技能と技

能を合わせることと捉えていた。 



・ セルフチェックについて、「客観性はどうだったか」

は必要だったのではないか。今回は目に見える数

値の必要感が分かった。授業者の体感を大切にし

てきたというのも分かるが、例えば、体力テストの

結果からでも良かったのではないか。学習後、もう

一度選んだ項目につながる体力テストを行うこと

で伸びや必要感がより生まれたのではないか。 

⇒記録も考えたが、果たして楽しいと感じることにつ

ながるのかと吟味した。思いをもって参加できな

い子もいるのではないかと考え、苦手な子も得意

な子も一緒に運動に参加できるように客観性につ

いては今回考えなかった。 

・ セルフチェックの評価について、0〜３点、２点と３

点の幅が人によって変わる。２点から３点に変える

のは難しいのではないか。先生の意図が知りたい。 

⇒偶数に設定することでどちらに寄っているのか見

取ることができるのではないかと考えた。 

柱③ ●３つ取り上げた運動について、自分で選ぶ２時間し

かないため２つしか選べない。１個はより高めた

い、２個目は苦手なものに挑戦という視点（すみ分

け）で選ぶのもよかったのではないか、体力を高め

るという観点からするとバランスよく選ぶ必要が

あるのでないか。 

●難しい子への配慮があってもよかったのではない

か。（２バウンド OKなど） 

⇒そういう子がいた場合、導入する予定だったのだ

か、今回はそこまでの児童はいなかったという判

断で取り入れなかった。 

・ 音声の反省の場面でコツについて話している児童

と工夫を話している児童がいたが、そこで教師が

求めていたものは何か知りたい。  

⇒「○○を工夫すると、○○を意識するとできた

よ。」と児童から出ればよかったが、質問が曖昧な

表現になってしまった。 

・ 振り返りについて、毎時間行なっているものなの

かと動画の活用について、自分のグループのみの

共有なのか、クラス全体に共有するタイミングがあ

ったのか知りたい。 

→友達に伝えることを大切にするために、毎時間行

なった。文字にするのが苦手な児童もいるため動

画という形にした。学習の中で全体に共有する時

間がとれず、それ以外の時間（朝の時間）などで活

用することが多くなってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

一次公開 二次公開 

・ 多くの動きを経験すると共に、動きの高まり（記録や体

感）を実感させていく必要がある。 

・ 高学年：高めたい動きを体力に応じた行い方、ねらいを

もって取り組む。 

〇もとになる動きが重要。成果が実感できる。今回の選ん

だ運動は、子ども（ねらい）に合っていた。 

〇柔らかさにも自己選択を取り入れていた。 

〇体つくり運動でも他の領域と同じように「わかる・でき

る」コツやポイントがあるという子どもへの方向付けを

教師が意識しながらできていた。 

〇子どもの主観が大切で、その中に客観性（記録・先生や

友達など他者からの評価）がうまく統合されていた。 

〇知識と技能を関連させた実践であり、成果を実感し学ぶ

意欲につながっていた。 

●コツを知って動きが高まった＝体力を高めたといっても

よいのではないか。もっと継続していくことでさらに高

まっていくことを子どもたちが知っていくことが大切。 

〇「低・中学年：易しいゲーム」、「高学年：簡易化されたゲー

ム」、「中学校：工夫したゲーム」として、そのままの形で

行わないことがある。（札幌市の小中連携とも絡んでい

る）。そのため、今回のネット型（ラリーの続く易しいゲー

ム）天大中小など、子どもの遊びをもとにした易しいゲ

ームとなっていた。 

●系統性について、ボールを持たない時の動きという部分

において今日は十分だったのではないかと考え、攻防も

なくてよかった。 

・ 高学年の学習でもワンバンドをいれたバレーも存在す

る。（ボールに合わせて後ろに下がる） 

・ ボールの方向に体を向ける、ボールの落下地点、操作し

やすい位置に移動する。 

・ 中学：「準備姿勢で待つ」の記載（かまえ）→中学年でも待

ち方の記載がある。 

・ 低学年で中学年を想定した「フロアボール」落下地点に

入る高学年以降を想定した「セッターキャッチバレー」 

●ゲーム性について、線がないコートから田の字コートに

なったところで難しさが見られた。 

〇赤チームがマーカーを置いていた。そこに戻る（中学生

の学習までできている。） 

●コツやポイントを共有の場面（思考・判断・表現）でもっと

教師が入っていってもよかったのではないか。特にあま

り続かなかったチームへの手立てとしてデモンストレー

ションなどを行うのもよかったのではないか。 

〇数字で可視化することで、子どもが成果を実感できてい

た。 

《御講評  日本女子体育大学 准教授 須甲 理生 様》 


